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こどもの在宅療育支援ネット推進ICT人材育成事業 ・ｲﾒｰｼﾞ詳細図

実施団体名 運営主体（予定） 利活用分野 主なシステム機器等

NPO法人e‐MADO 病気のこど
もの総合ケアネット

左に同じ ＩＣＴふるさと元気事業
医療・介護人材育成

ビジュアル通信機器、サーバー、シンクライ
アント端末、映像制御システム/携帯電話

事業概要 期待される効果

社会的要請の強い病気や障害を持つこどもの在宅療育充実のため
ICT活用医療人、医療情報技術者の早期育成と雇用創出、これに利
用する育成ネット構築、オンラインソフト・ICT機器開発を実施する

１．潜在女性医師の社会復帰支援で極端な小児科医不足軽減
２．小児訪問看護師等育成で在宅ケア雇用創出・サービス拡大
３．こどもとその家族が安心して生活できるICT療育環境が実現

地域訪問看護施設
小児介護施設
養護施設・学校

医療ICT人材の育成支援（新規）

離職者・退職者が医療施設や医療関連
企業で活躍できる人材の育成、療育中
のこどもと家族へのコーディネータ育成

在宅患児のICTケアネット（新規）

在宅療育中のこどもを支援するためのビジュ
アル映像機器、生体モニタリングシステム
ソフト開発、ネットシステム

松本市

光ケーブル/CATV/携帯電話/
インターネット（既存）

健康情報

防災情報提供ｼｽﾃﾑ

松本市ICT利活用シ
ステム（既存）

データベース

信州大学病院
長野県立こども病院
まつもと医療センター

潜在医師等の復帰支援（新規*）

離職中の潜在医師などの職場復帰支援、
遠隔医療、ICT実践可能な医師、看護師育成、
在宅療育中の小児訪問看護師等の創出

松本市医師会
長野県小児科医会
（かかりつけ医）

* 一部既存

信州大学
総合情報センター

医療情報部

医師/看護師の
ICT在宅ケア

母親の会/育児期の親への

在宅ケア分野参加・雇用促進

在宅
病児/
家族

3G携帯電話

連携

NPO法人 e-MADO

健康をまちづくりの核とした三条・見附市 Smart Wellness City プロジェクト イメージ詳細図

実施団体名 運営主体（予定） 利活用分野 主なシステム機器等

三条市・見附市 ㈱つくばウエルネスリサーチ
医療経営研究所㈱

医療 KIOSK端末、通信機能搭載型センシング機器、
スマートフォン、PC

事業概要 期待される効果

ICTの活用により医薬との連携システムおよび地域インセンティブシステムの２つの社会技

術の開発をす ることにより、多数の住民が参加・継続可能な健康コミュニティが構築され、

同コミュニティの維持・拡大において地域 ICT人材を活用し、持続可能な雇用を創出す る。

１）住民の健康寿命延長と医療費抑制効果２）健康行動を変容させることが

困難であった住民へのアプローチ法確立３）健康領域のソーシャルビジネス

創出と雇用増大 ４）健康領域における ICT活用の有効性

三条市・見附市

別紙２ 



 

生活活動センサネットワークによる独居世帯安心見守り事業・イメージ詳細図

実施団体名 運営主体（予定） 利活用分野 主なシステム機器等

一般財団法人

塩尻市振興公社

・一般財団法人 塩尻市振興公社

・特定非営利活動法人 グループ
HI YOKO（運営サポート）

介護・福祉

防犯・防災

・生活活動センサ（新規）

・生活活動認識システム（新規）

・特定小電力ネットワーク（アドホック無線ネットワーク）(既存 )

事業概要 期待される効果

生活活動センサを利用し、高齢者など独居世帯住民の自宅での生活活動の見守り、外出

時はセンサを携帯することで位置情報確認・緊急通報、また火災報知器とセンサの接続で

不在宅も見守る。そして生活活動認識システムにより、センサ毎に設定した閾値を判断し、

自動的に家族・地域コミュニティ等に緊急連絡を行う。これらのシステム運用と利用者のサ

ポートを当公社、NPOが協力して行い、 ICT人材を育成し雇用を創出する。

独居世帯住民の安心安全を地域と家族が連携して支援することができ、新しい形の

社会インフラの実現、新たな公共サービスの担い手の育成が期待できる。また、この

事業の実現で地域に新たな雇用を創出すると共に、地域の高速通信網の有効活用

だけでなく、災害時に強力なインフラとなる自立的なアドホック無線ネットワークの住

民への認知、日常的な活用、運用スタッフの継続的な確保・育成の実現が図れ、長

期的な安心安全の確保が期待できる。

行政機関
（福祉担当・消防等）

NPOメンバ
（人材育成／雇用創出）
・システム運用支援

塩尻情報プラザ（既存）

塩尻市振興公社

塩尻市振興公社

塩尻市特定小電力ネットワーク（既存）

市内500ヶ所以上基地局設置済み

（災害時には自立した通信インフラとして機能）

別居住の家族

塩尻市光ファイバーネットワーク（既存）

生活活動認識システム（新規）

生活活動認識

トイレのドア、玄関のドア、食卓

など生活活動を認識できる場

所への設置で、内蔵した振動

センサーの情報から生活活動

状況を認識する。

生活活動範囲逸脱認識

生活活動範囲が直近のセンサ

範囲内等に限られる場合、生

活活動範囲から逸脱していな

いかを把握する。

外出時位置確認・緊急通報

外出時にセンサを携帯するこ

とで、受信している基地局から

現在位置を把握することが可

能、また信号発信により緊急

通報が可能。

不在宅火災通報

火災報知機とセンサを接続し、

不在宅の火災発生時に本人、

家族、地域コミュニティ、行政

担当者などへの通知を可能に

する。

生活活動センサ（新規）

・振動センサ

・信号発信機能

・特定小電力無線通信機能

NPOメンバ
（人材育成／雇用創出）
・利用者への技術支援
・家族等見守り者支援
・近隣利用者支援

インターネット

携帯電話ネットワーク


